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哲
學
研
究
　
　
第
一
臼
轟
ハ
十
一
幽
號

　
　
　
理
　
　
「
　
」
想
　
第
十
二
號
　
　
　
（
理
想
高
鷲
行
、
債
豊
圓
〉

　
本
誌
秋
期
特
別
號
ミ
し
て
、
「
現
代
思
想
研
究
」
言
題
す
る
倍
大
號
が
長

行
さ
れ
六
Q
そ
の
要
目
次
の
如
し
。

　
　
フ
ソ
セ
ル
の
現
象
崇
特
に
そ
の
現
象
學
的
還
元
）
梅
橋
里
美

　
　
新
哲
學
の
指
導
原
理
　
　
　
　
　
　
　

杉
森
孝
次
郎

　
　
意
味
的
論
珊
學
の
「
意
味
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山
．
丙
、
得
　
立

　
　
形
二
上
…
學
の
現
象
學
（
現
代
に
於
け
る
世
界
諸
説
の
歴
史
ぜ
理
論
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三
　
米
　
　
清

　
　
現
代
偵
億
學
の
諸
形
態
（
考
察
の
序
論
）
　
岩
瞭
．
勉

　
　
薪
（
ー
ゲ
ル
學
派
の
立
証
（
及
び
そ
れ
、
に
封
ず
る
二
三
の
設
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

騨
四
翁
・
的
蒔
代
瑚
脚
爪
筆
的
丈
化
　
　
　
　

．
．
　
　
　
土

マ
ル
ク
ス
定
胱
會
學
　
　
　
」
．
　
　
加

ア
メ
可
カ
ニ
ズ
ム
ぜ
サ
ヴ
エ
ー
テ
イ
ズ
ム
オ
の
交
鎧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
霊
剣
ぜ
し
て
の
薪
カ
ン
お
雪
靴
會
學

て
シ
ュ
タ
ム
ラ
ー
及
び
ナ
ト
ル
プ
に
就
て
）
　
　
丸

何
庭
へ
往
く
（
現
代
丈
化
の
力
」
こ
そ
の
方
向
）
　
　
矢

薪
フ
ラ
ン
ス
騎
手
の
宗
教
社
含
學
　
　
　
　
古

田田江

哲杏清

二村一

　　　　野吹山主濱
　　　ぜ
浩優岩し知
人輝吉　，行

　
　
　
思
　

想
＋
月
號
　
（
岩
波
書
庸
獲
行
、
債
壼
囲
）

本
誌
も
特
輯
號
ビ
し
て
「
蹉
画
法
研
究
」
ε
題
し
、
一
大
號
な
禺
版
し

糞
Q
そ
の
照
日
巨
左
の
如
し
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
八

行
爲
・
定
歴
史
、
及
び
辣
詮
法
の
・
、
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封
ず
る
闘
…
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

現
象
學
ε
唯
物
弊
識
法

ヂ
ア
ゾ
ク
チ
ケ
ー
」

ヘ
ー
ゲ
ル
辮
識
論
に
關
す
ろ
一
考
察

ヘ
ー
グ
ル
の
史
的
俳
謹
法
に
就
丈

緋
謹
法
に
於
け
る
自
由
ε
必
然

一
般
者
の
白
已
限
定
（
下
）

ヘ
ー
ゲ
ル
排
謹
弥
醐
・
叉
齢
腿

フ
ツ
セ
ル
の
事

拙
著
「
現
象
學
叙
親
し
に
つ
い
て

菩
提
樹
の
蔭
、

遊
　
就
　
館

網
コ
団
餌
＝
＝
冊
駆
醤
「
一
一
＝
”
匹
一
幽
一
一
一
日
区
一
＝
＝
面
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＝
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「
回
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P
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露
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一
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画
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雑
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、
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6
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一
＝
馴
■
■
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一
8
凹
＝
＝
口
阿
区
ゴ
＝
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陰
輔
二
二
豚
露
唱
＝
＝
属
幽
明
「
＝
駒
駒
窺
鴫
胃
躊
随
殉

松
本
博
士
を
獲
ろ

内中由・高鈴酋三河鈴田本田

讐勘謹木窒箏泌

陶助立美｝llS酪』清通耶耶三元

　
前
京
都
帝
國
大
嘘
遺
憾
文
學
博
士
松
本
文
三
郎
氏
は

本
年
五
月
を
以
て
、
還
暦
に
蓬
せ
ら
れ
た
の
で
、
停
年

の
内
規
に
よ
り
退
職
せ
ら
れ
た
。
博
士
が
印
度
哲
學
上

に
於
け
る
貢
獄
の
大
な
る
こ
ご
、
ま
た
多
年
大
學
の
敏

r
　
　
　
　
、
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授
こ
し
て
、
多
く
の
英
俊
を
養
成
せ
ら
れ
た
功
績
の
大

な
る
こ
と
は
、
こ
、
に
喋
々
す
る
に
及
ば
す
、
既
に
世

間
一
般
に
熟
知
の
こ
ご
で
あ
る
。
そ
の
後
多
年
激
學
上

の
功
勢
の
故
を
以
て
京
都
帝
國
大
學
名
望
敷
授
こ
な
ら

れ
、
十
月
七
目
に
は
知
友
門
下
の
企
て
に
よ
る
還
暦
祝

賀
會
を
受
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
本
哲
學
會
は
博
士
多
年
の
御
指
導
を
添
う
し
た
の
で

あ
る
が
、
本
會
の
規
定
に
よ
り
遺
憾
な
が
ら
博
士
を
委

員
の
中
よ
り
逡
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
願
は
ぐ
ば

盆
，
御
健
康
に
注
意
せ
ら
れ
、
自
由
な
立
場
に
於
て
敢

學
上
に
貢
回
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
所
る
ご
共
に
、
樹
從
察

の
如
く
、
本
會
の
爲
に
間
接
の
御
指
導
を
賜
は
ら
ん
こ

と
を
切
に
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

激
曇
目
研
究
禽
日
　
去
る
十
月
八
日
夜
學
生
集
會
祈
に
て
、
左
の
講
演
を

聞
く
Q

　
藤
樹
學
の
獲
贋
　
　
　
　
　

加
藤
仁
弔
君

つ
い
で
同
月
十
山
ハ
日
夜
附
學
坐
集
倉
龍
川
に
於
で
、
、
更
に
左
の
講
演
を
…
四
く
。

　
今
後
の
國
語
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
懸
庄
太
郎
君

　
　
　
　
新
　
刊
　
紹
　
介

倫
理
撃
払
去
る
＋
月
二
＋
五
日
夜
樂
友
會
館
に
於
て
隔
り
講
演
あ
り
。

　
　
カ
ン
ト
に
於
け
る
＊
噸
・
ヌ
ー
メ
ノ
ン
ε
ホ
モ
。
フ
エ
ノ
メ
ノ
ン
ピ

　
　
に
關
す
る
一
小
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
閏
　
顧
　
丈
君

折
口
蹴
寧
茶
話
金
囲
　
　
去
ろ
十
月
川
二
十
山
ハ
ロ
μ
山
X
風
予
部
鱈
枢
軸
・
番
相
室
に
於
て
西
田

　
幾
多
鄭
博
士
の
講
演
為
幽
く
。

冨
贈
　
圖
書

姿
岡
正
篤
選
註
（
聖
．
賢
覧
書
凝
緑
叢
刊

　
嚇
励
蹴
盲
虻
根
国
新
臣
下

第
七
）

金
鶉
墨
院
剃
行

寄
贈
雑
誌
漸
聞

哲
　
學
　
雑
．
誌
　
　
　
　
昭
和
四
年
十
月

丁
酉
倫
理
會
講
演
集
　
　
　
同
十
月

思
想
　
特
輯
白
軍
法
研
究
　
同
十
月

倫
理
研
究
　
　
　
同
＋
月

大
　
　
　
　
東
　
　
　
　
同
十
月

理
想
　
秋
季
特
輯
號
　
現
代
思
想
研
究
　
同
十
月

全
　
　
　
　
人
　
　
　
同
十
月

証
愈
簗
徒
　
　
　
同
十
月

眞
　
宗
　
研
　
究
　
　
　
　
同
磁
壁

學
校
教
育
　
　
　
同
十
月

並
理
學
研
究
　
　
同
十
月

僑
濃
教
育
　
　
　
同
十
月

宗
教
ビ
藝
術
　
レ
ツ
シ
ン
グ
誕
辰
二
酊
年
寵
念
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
九
月

願
　
　
　
　
慧
　
　
　
　
同
卜
月
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十
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月
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